
１）早稲田大学文化構想学部 喜多明人教授の基調講演

　　不登校の子ども達の居場所 高根沢町の「フリース

　　ペース ひよこの家」の設置から15年。学校に行け

　　ない不登校の子ども達が抱える問題によりそい、

　　子ども第一の立場から活動を続けてきた「ひよこ

　　の家」学校復帰を求めない。全国唯一の子どもの

　　居場所として公設民営、不登校の子を出すことは

　　学級担任として不名誉、教育責任が問われて

　　いるという意識からの転換が必要。

　　子どもは未熟で力がないから大人のが指導すると

　　いう支配的観念を取り除く子どもは生まれながら

　　にして力のある存在。自分の力で育っていくもの。

　　大人はそれを支えることを実践する。そのために

　　は”待つ”支援”、聴く”支援の大切さ。

　　どこで学ぶかではなく、何を学ぶかが大切。保健

　　室登校で形式的に不登校ゼロになるよりかは、不

　　登校の子どもがいても学校外でちゃんと学んでい

　　るほうが、子どもの最善の利益になる。

２）ひよこの家の卒業生のことば

　　地元の適応指導教室は、いじめにより学校に行け

　　なくあせりや不安で心がグチャグチャしている中、

　　やらなければならないプログラムがあった。自分

　　にはそれだけのエネルギーがなかった。ひよこの

　　家に来てからは誰も不登校の理由もきかず、自分

　　を傷つける人もいない。話したくなったら話

　　すという環境だった。自分に向き合ってくれるス

　　タッフもいた。自分を大切にしてくれたから、自

　　分も人を大切にすることができる。頼れる大人の

　　存在があった。

　　※体験活動を通じて心のエネルギーを取り戻すひよこの家

　　　第２、第３のひよこの家の設置がのぞまれる。

山田みやこの活動報告

平成30年6月16日(土)

高根沢町 町民ホールにて　一人ひとりが尊重されるたような学びの場とは？

～ひよこの家の15年から見える今日行くの未来～

「不登校の子どもの支援のあり方を考える 普通教育機会確保法の成立をふまえて」


